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 近年の人々のきのこへの関心は非常に高く、食や健康の観点からだけでなくアートとし
ても、もてはやされている．催される講演の多くは食材としてのきのこの栄養価や機能性
についてのものが多いが、この度の山中勝次先生のご講演は非常に興味深いものであった。
珍しいきのこの紹介やきのこの生態，酵素等を含めた生理など、きのこという生物の全体
像を非常に分かりやすく紹介しておられ、神秘的で、いまだに謎の多いきのこに親しみを
もたれた方も多いと思われる。とくに、日本人にとって馴染みの深いマツタケのルーツを
辿る話が非常に興味深く感じた。山中先生のように生物を俯瞰的に理解する事は、きのこ
に興味を持っておられる方のみならず、日々研究を続ける研究者達にとっても大切で、菌
学・きのこ学の発展に繋がるのではないかと強く感じた。 
このような機会を頂きまして、関係者の皆様に心から感謝申し上げます。 
 
 
武庫川女子大学食物栄養学科助手 鮫 島 由 香 
 
 今回、『燦，知られざるきのこの世界』というテーマで山中勝次先生のお話しを伺った。
講演の内容は、「きのことは何か？」から始まり、「さまざまな種類のきのこの紹介」や「有
効活用法」、さらに、「マツタケおよびトリュフの人工栽培は可能であるか」等、きのこの
世界に今年度から入った私や一般の方にとっても非常に分かりやすく、また興味深いお話
を聞くことができた。 
 講演後の討論会では、きのこという、参加者の方々にとっても興味深い内容であったせ
いか積極的な質疑があり活発に意見交換がなされており、有意義な時間であったのではな
いかと思う。 
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1. はじめに 
 
私は現代美術の作品をつくっている。まず、現代美術は謎だといわれる。現代美術とは
字の通り現代の美術であるが、美術というと一般的に絵画、彫刻が主流で、現代の具象や
現代社会を一番効果的な方法で作品に取り入れており、皆様もそういうものを目にしてい
ると思う。しかし、有名なピカソや、モネ、マネの時代とは違い、現代は様々なメディアが
ある。現代美術は、現代のメディアを使い、現代の具象を表現していく。現代から、少し先
に見える何かを提示したいという立ち位置で作品をつくっているので、「これのどこがアー
トなの？」というものもある。 
 まずアートとは何かという根源的なことを一言で言うと、ART is LIFE。アートは人生。
人生であり、生命。毎日の仕事や家庭生活、すべてがアートと言えるのではないか。毎日暮
らしている日々。世界と私達。宇宙と自分。そういう立ち位置を極めながら毎日を送って
いる。そして次世代のことを考え、より良き地球を残していこう、楽しい暮らしを続けて
いこうということすべてが、アートに繋がると考える。私の作品も、私自身の個人的な人
生や生活から切り離すことができないので、個人的なエピソードがからまっている。ただ
ベースとなるのは、子どもの頃、素朴に抱いた「宇宙とはなんだろう？」とか、星空を見上
げて「なんてきれいだろう！」と思った原体験である。 
 子供の頃から大切にしている本がある。それは H・A・レイの『星座を見つけよう』とい
う、黄色い表紙の真ん中にプラネタリウムの半球天が描かれた絵本である。この本をきっ
かけに天体望遠鏡をせがんで買ってもらったことを覚えている。長時間露光で星の軌跡を
写した天体写真に憧れ、いつか北極星の周りに円を描く星たちの写真を撮ることを夢見て
いた。たくさんの星座物語を読み、ギリシャ時代に憧れる、私はそんな子供だった。ギリシ
ャ神話への興味は、様々な文化圏の世界観、宇宙観、神話や民話へと移り、密教やヒンズー
教の曼荼羅に心酔したこともある。学生時代にバックパッカーとしてインドを放浪し、ヒ
ンズー教の寺院に寝泊まりしたこともあった。当時の日本はバブルの真最中で、脱構築主
義という考え方が「新しい、格好いい」という時代であり、学生だった自分の周りには現状
や既成概念に対する不満や葛藤を「破壊することで克服していく」ことが「知的である」と
いう風潮があった。伝統と制度の破壊の末、1960 年代のヒッピー回帰のような現象が生ま
れ、それがニューエイジと呼ばれているような風潮となっていった。古い概念や形式を壊
して新しい何かを見つけたい、その勢いが回り回って、知的ヒッピーのようなところに着
地したのだ。二十歳そこそこの学生だった私には「脱構築」するほどのものは何もなかっ
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たのだが、それでも、北インドの寺院でヨガや瞑想の真似事をすることが、バラバラにな
ったリアリティを繋ぎ直すことだったのかもしれない。 
 そしてこの頃、私はフリッチョフ・カプラの『タオ自然学』と出会い、急激に東洋思想と
物理学というキーワードに魅了されていった。同じ頃、数年前に日本で出版されたばかり
のユングの『元型論－無意識の構造』にも出会い、日本人でありながら東洋好きな外国人
のような思想にはまっていった。 
 「アーティスト」として作品を制作するにあたって、明確な結論や答えを持って臨んで
いるわけではない。感覚の部分で現在のリアリティのほんの少し先を探りつつ、日常を取
り巻く強固に見えるリアリティの不確かさを表現したいと思っている。大きな時間軸の中
で、俯瞰的視点で「現在のリアリティ」が生み出すほんの少し先のリアリティを提示する
ことが、私にとっての現代アートである。この考えは今現在も変わらないが、東日本大震
災の経験は私の意識を大きく変えた。それまでは、夢や解らないものへの憧れや情熱など、
形のない希望や未来を表出させていくことや、俯瞰した視点での自分や人間の存在意義を
問うことに意味を求めていた。しかし震災と原発事故をきっかけに、日本社会では見えに
くかった個人のリアリティや存在を脅かす力が私たちの日常生活の中に顕在化しはじめ、
揺るぎないもののように見えた日常のリアリティの向こうには万華鏡のような美しい宇宙
があるのでなく、人間の尊厳や基本的人権を脅かすものが潜んでいるという現実に直面せ
ざるを得なくなった。震災直後のこの不安に、わたしはある既視感を覚えた。同時多発テ
ロの直後、文化庁の芸術家海外研修制度でアメリカに派遣されたが、その時に感じていた
空気感とそっくりだったのだ。1950 年代末に出版されたユングの『空飛ぶ円盤』で、ユン
グは UFO の出現を西洋社会における共産主義への恐れの集合無意識的な投影であるといっ
た。このユングの考えを基に 2001 年 9 月 11 日以降の、人々の日常生活に見え隠れする不
安と恐怖を主題とした作品を制作した。 
 震災後、多くの友人アーティストたちが被災地に向かい、美術や文化を通じた支援活動
を行って被災地の方々と交流したり、被災地の現状を発信したり、被災地の再建に貢献し
たりしていたが、わたしは東京を離れ関西に移住することを決めた。自分の非力さと作品
のナイーブさを痛切に感じ、作品を作ることそのものが無意味に思えた。私にとって震災
後のリアリティとは、日常の不確かさをネガティブな形で体現することだった。2011 年の
秋に関西へ移住し、この地で福島県からだけでなく、関東各地からの避難者に出会った。
そして、各地からの母子避難者の支援活動に携わることで震災後のリアリティに対峙して
いるつもりで過ごしていたが、それは震災後のリアリティを受け入れていくことから始ま
るもので、次のヴィジョンを提示することとは異なる向き合い方だった。2013 年 9 月、日
本中の原発が停止した。原発ゼロの 2014 年、芸術祭「西宮船坂ビエンナーレ」でライフワ
ークとも言える「Constellation」という作品を発表した。これは、様々な都市で、人の暮
らしに寄り添う灯りを星に見立てて町の星座を作り、遠くの星の視点で人の暮らしや営み
や存在そのものの儚さと尊さを表現した作品である。原発事故により、人の暮らしの親密
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さや温かさを表すものとして扱った灯りがどのようにして作られているのかということに、
自分は全く無頓着でいたことに気づかされ、私が尊く美しいものとして表現したかった人
の暮らしや命は、様々な犠牲のもと本当に一歩間違えば消滅してしまうような不安定な基
盤に支えられて瞬いていたことを認識するに至った。このことに気づいた時、自分の作品
の意味さえも失ってまったように思ったが、再稼動までの間に、できるだけ多くの
「Constellation」作品を制作し、原発ゼロの灯りを記録にとどめておくこと、そしてそれ
を発表することに意義があるのではないかと考え、現在まで再稼動前に撮影した写真を使
った原発ゼロのまちの星座の作品を作ってきた。（2015 年 8 月、川内原発再稼動） 
 不安なリアリティはこの問題だけではなく、日本の政治へと連なっている。世界に目を
向ければ、テロや紛争や難民問題があり、夢見る自由や幸せな未来を語ることが何か場違
いな、そぐわないもののようにすら思えてくる。「何もしないのであれば何も変わらない、
何かしなくてはならないのではないか？今を良いものに変えるために何かすべきことがあ
るはずだ。それはデモだろうか？戦わなくてはならない。体制に NO といわなくてはならな
い。しかし…」そんな焦燥感に駆られながら、一方では、答えの出ないアートで現在の少し
先の「望ましい」リアリティを描くことが、私の現実への NO に繋がるのではないかという
ことを考えはじめたところだ。 
 かつて大きな影響を受けた物理学とユング心理学の先生からお話を聞くことで、自身の
アート作品の原点に立ち戻り、少し先のより良き未来の形や概念を表現することへ近づく
ことができるのかもしれない。 
 
2. 作品について 
 
2.1 夢を見ているのは私たちだけではなく、誰かが夢を見ている 
節題に出ているこの作品は、虫眼鏡に素粒子の箱という作品である。素粒子の実験では、
ミクロの小さな世界を見る時に霧箱という箱を使い、その軌跡を見る。その素粒子の軌跡
の痕を虫眼鏡に放り込んである。単純だが、虫眼鏡は拡大して見える。小さな世界までい
くと、このようなことがきっと起こっている。そこにロマンを感じたことが発端だ。この
作品は、兵庫県の生野銀山で 11 月に行われた展覧会に出した。生野銀山は、銀が採れなく
なり、掘る方がいなくなった後、金縛りにかかったような町になっているのだが、古い趣
と、銀山が栄えていた頃の活気があった過去を持つ町だ。展示した建物は、当時銀山を掘
っていた三菱マテリアルの迎賓館として使われたところで、そこには蔵があった。真っ暗
な蔵の中の作りつけの箪笥の中に、虫眼鏡の作品を設置した。蔵も虫眼鏡もタイムマシン。
過去から現代に来たのではないかという気がして、過去の時間を振返る。過去が現在の中
に同居しているような感覚を、肌感覚として感じてもらいたいと思い展示をした。これは
インスタレーション作品というジャンルの展示で、空間全体を使い表現する作品である。
ガラスに英語のシールが貼ってあるが、「夢を見ているのは、私たちではなく、誰かが私た
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ちを夢見ている。」と、作品のタイトルが書いてある。これはユング的な考え方そのもので、
私の中の物理学とユングが作品の中で山盛りになっているが、説明をしなければ、気がつ
く人はほぼいないのではないかという気がする。 
 この作品にはルーツがある。1995 年、私が学校を出たばかりの時に一度つくっている。
木でビリヤードの台をつくり、上の表面にガラスを乗せ、素粒子の軌跡を 2 週間ほどかけ
て手で掘っていったが、終わらずに途中で放置した状態である。ビリヤードの玉とキュー
を置き、誰が最初に一発を打つのかという作品であった。観客は作品を観るが、ガラスが
壊れやすそうに見えるのか、なかなか最初の一発を誰も決めない。もし誰かがやってしま
ったら、私も怒ることはできないという気持ちで置いた。それは私の中でビッグバンであ
った。その最初の一突きのビッグバンを誰がしたのかという疑問を入れた。 
 
2.2 船坂小プラネタリウム 
 廃校になった船坂小学校での展示で、私が使ったのは更衣室だった。そこにプラネタリ
ウムをつくった。普通は校長室とか、1 年 1 組とか書いてある札に、プラネタリウムと付
け、部屋を真っ暗にして展示をした。あらわれるのは星座のようなものだが、よく観ると、
船坂の街の夜景だ。夜景の中には、街灯、車の光、看板の光など色々とある。街の星座をつ
くった。今回は、更にプラネタリウム状に投影する展示方法でやった。中に入るとまっ暗
で、自分の作品が様々な船坂の風景と共に現れてくる作品だ。 
 
2.3 Constellation Project（町の星座プロジェクト） 
 これは星座プロジェクトというライフワークのような作品で、学生時代から 20 年以上つ
くり続けているので、世界各国 80 都市以上、作品数は 200〜300 ある。 
 これはニューヨークのギャラリーで、プロジェクションではなく、写真として壁面に展
示した。他に、バルセロナやパリなど世界中で、様々な展示をしている。 
 東京墨田区にあるプラネタリウムの中でもやった。お琴のライブに合わせ、墨田区の星
座を投影して観る。小学校では、子どもとワークショップを行い、みんなでプラネタリウ
ムをつくった。ダンボールに穴を開けて、真っ暗にして懐中電灯を入れ、マイプラネタリ
ウムをつくった。 
 その他には、千葉県の美術館で、写真ファンの方、アマチュア写真家のみなさんと一緒
に写真を撮り、みんなで星座をつくった。フランスの美術学校でも学生と一緒にそれぞれ
が見つけた視点で星座をつくった。やはり空の星座と同じで、自分の立ち位置によって光
の並びが変わる。引く線のかたちも変わるし、その時の気分によって、繋ぐ線が変わった
り、形が三角や、四角に変わるのを楽しんだ。 
 その他には、資生堂がスポンサーになった銀座プラネタリウムというヴァーチャルなプ
ラネタリウムがある。インターネットができたばかりの 90 年代であったので、当時は高い
技術を使ってつくらせてもらった。銀座の街角の風景が、インターネットで観られるとい
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うものだ。 
 実は、私は東日本大震災の時は東京におり、危機感を感じて大阪に引っ越してきた。こ
ちらに来てもう 3 年が経つ。原発事故があって、私が素敵だ、綺麗だと感じていた街灯や
窓の光という人間の暮らしに一番寄り添った灯りや、親しみをもっていた光が、いったい
何でつくられているのかという意識を持っていなかったことに気がついた。様々な犠牲や、
難しい状況を踏まえての日常生活であったことに驚き、考え始めると、今度は作品をつく
ることができなくなった。星座の作品は、日々の暮らしの愛しさや尊さを表したいと思っ
ていたのに、原発事故があったことで、被害が出たり、体調が悪くなったりする人がいた。
私自身は、まだ子どもが産まれたばかりだったので、東京に危機感を感じ、関西に来た。光
というものを表面的な理解だけで作品にしていた自分に不満を感じた。しばらく作品をつ
くることができなかったが、関西に来て、色んな人と話をするうちに、つくってみようと
思うきっかけがあった。それは、今、現在も原発が稼働していないということ。今の時期に
撮った星座は原発ゼロの光である。やはり作家として、記録しておく意味があると思い、
またふたたび去年から星座の作品を撮りはじめている。2011 年 11 月、堺市に来た。そこ
で、原発ゼロの星座の作品をつくりはじめた。次に船坂でつくり、5月に京都で、またつくる。 
 そういう私の暮らし方や、考えに沿っているので、みなさんに共感いただけるところが
あると思うが、現代美術のすべてがこういう立ち位置でつくっているかというと、やはり
制作は別なので、それは違う。 
 
2.4 HOW A DREAM COMES TRUE（夢はどのようにして叶うか） 
 「HOW A DREAM COMES TRUE」という、どのように夢は叶うかという作品。私が、なぜ宇
宙が好きなのかが、よく分かっていただける作品だ。これはインスタレーションの展示風
景で、ライトボックスがあり、みんなで見られるテレビがあり、上に３枚の絵がある。この
絵は、アポロが月に行った年に３歳だった私が描いた絵で、母がたまたま取り置いてくれ
たものを発見したことがきっかけでつくった。宇宙服のヘルメットのようなものがぶら下
がり、更に上の方にある NASA の宇宙飛行士の人形。これら全体でひとつの作品である。３
歳の時に描いた絵は、覚えてはいないが、なかなかやるなあと自分でも思う。テレビのモ
ニターに流れるロードムービーのようなビデオは、私がつくったもので、NASA のアポロが
月に着陸するのと、私が憧れを持って NASA まで行き、アポロの模型を見るという２つの旅
をミックスしたロードムービーになっている。 
 フランスで展示したので、字幕はフランス語が入っている。かかっている音楽は当時 1969
年、全米ナンバーワンのアクエリアスというフィフス・ディメンションの歌である。NASA
の方は、ヒューストンの街の中の映像。私の方は、ヒューストンの NASA へ行っている。 
「1969 年 7 月。アポロが月に着陸した。私は 3歳で、テレビの中継を見ていた。今でもその
時のことを鮮明に覚えている。先日、母がおもしろいものを見せてあげると言った。それ
は私が小さいころに描いた絵だった。長い間ずっと、母はそれらを大切にしまっておいて
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くれたのだ。その中には、宇宙飛行士やロケットの絵がたくさんあった。1969 年から 1972
年にかけてのものだった。1969 年から 1972 年、アポロは 6回、月に降り立った。それは私
にとって探索でも冒険でもなく、ただ夢はどのようにして叶うか、だった。2001 年 5 月、
私はヒューストンに行った。でもまだ月には行ってない。」 
 ヘルメットをかぶりヘッドフォンをすると、これが聴こえてくる。ライトボックスの中
に映るのは、自分の脚と、向こうにあるのはアポロ１１号の模型。では、これは何が言いた
いのかというと、よく分からない。夢見ることに必死になったということか。これは、私の
アポロ愛であったり、宇宙愛が溢れる作品だ。 
 
2.5 TMR 空港計画〜田んぼのエアポート 
 次の作品は、新潟の大地の芸術祭に招待された時につくった作品。私は、飛行機も好き
なので、田んぼに空港をつくった。新潟空港にある滑走路の図面をいただき、真似てつく
った。とてもシンプルな一本の滑走路で、真似するのは簡単であった。田んぼの稲が生え
ている上に誘導灯を灯して空港にした。新潟の十日町市は米所で、田んぼばかりのところ
だが、夜に何気なく通ると、空港があるというものにした。これは、3D の CG をつくる前の
シミュレーションの画像で、このように見えている。ヘリで農薬を散布しているおじさん
達がいるので、一緒にラジコンヘリを楽しんだり、地域の人達とつくりあげていくプロジ
ェクトで、藤井先生も携わっておられる西宮船坂ビエンナーレのような芸術祭のパイオニ
ア的な展覧会である。 
 
2.6 噂としての UFO 
 ユング愛の作品で、「噂としての UFO」という作品。千葉大の研究者と、学生と一緒につ
くった。ユングは晩年に、日本語では『空飛ぶ円盤』、原題では、『空に浮かぶ円形のよく分
からないもの』というタイトルの本を書いている。当時は、60 年代終りから 70 年代くら
い。アメリカではフリスビー型円盤などがよくあった。最近テレビで CIA が、当時アメリ
カで見られた UFO のほとんどは、実は軍のものだったと暴露する夢のないことをしてくれ
た。ユングによると、当時 UFO の目撃証言が流行っていた時期であった。彼は、心理学的
に考えると、当時西側社会を脅かした共産主義の威勢があり、それに対する恐怖心が人々
に UFO を見させたという。人の恐怖を空に投影して、それが UFO の形として現象となり現
れたという。少しオカルト的ではあるが、ユングはそう書いた。 
 私がこの作品を初めてつくったのは、2001 年。アメリカ文化庁の在学研修で、アメリカ
に行った時だが、9月に行く予定であったのが、同時多発テロの事件があって 2ヶ月後にな
った。やはり同時多発テロ後のアメリカには、そういう見えない恐怖、何かよく分からな
いものが空から降ってくるという恐怖を全員が感じていたと思う。ニューヨークのマンハ
ッタンにいた友だちの友だちがビルの中にいたり、出勤している途中に飛行機がぶつかっ
たところを見たという知り合いに話を聞いたりして、そういう時代を反映する作品をつく
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りたいと思った。 
 最初は、NASA の教育普及プログラムで、一緒にアートをやろうという理由で、文化庁か
らヒューストンへ行かせていただいたのだが、同時多発テロのせいで、アーティストと遊
んでいる場合じゃないと NASA に断られ、その話は全部流れた。そしてヒューストンに着い
た私は、何をして良いか分からない状態で、アメリカの社会の中で放り出され、恐怖だっ
た。車がないと生きていけないテキサスで、自転車しかなく、単純に生活が危ない。テキサ
スでは、本当にカウボーイがいた。カウボーイ祭りといって、テキサス中のカウボーイが
来て、バーベキューをしている。ブーツに馬を蹴る丸いものが付いている。本当に NASA の
ことしか考えないで来たので、どこに自分がいるのかが分からなくなった。そこで私を救
ってくれたのが、ユングだった。ユング・インスティテュートに逃げ込み、毎日そこで講義
を受けていた。そこで初めて行ったのが、千葉大学で行ったプロジェクトの原型である。
千葉大学での作品は、学生とのプロジェクトであったので、「噂の捜査本部」という探偵事
務所みたいなものを会場に設け、ウェブを作り、千葉中の噂を集めた。パソコンでオバケ
が出るというようなレベルのものがたくさんあったが、私はどうしても UFO にもっていき
たかったので、UFO 目撃証言は嘘も本当も交えて集めた。これが Wi-camp という彼らの本部
があるスペースで、捜査本部を置いていた。最終的には 2 階の部屋で、ライトボックスに
入れてある作品になる。千葉中の色んな所にロケハンに行き、UFO だとみんなが指を差し、
ただ単に上を見ているが、UFO は写真には写っていないというものをたくさん撮った。ヒュ
ーストンでも同じことをやり、アメリカ人に上を見て指を差してもらえませんかと頼み、
たくさん撮った。自分たちが空に投影するものは何か、空からの恐怖って何なのかという
提起だ。 
 これは千葉大学のキャンパスの中で、学生にみんなで一斉に上を向いてもらった作品。
千葉の嘘のお城や、海、色んな所で人が上を向いている写真を撮るという作品だ。ユング
の言うように、昔のイタリア、宗教版画、インカ帝国のシンボルにも UFO 的なものがある。
空から降ってくる何かに人民が恐怖している絵も、色々な時代にあり、空から何かがやっ
てくるような神話や、地域に伝わる話はよくあるので、それは人間の気持ちを投影して、
何ものかになっているのではないかと考えている。 
 この後に福島県立美術館で同じことをした。福島県の福島市の南側に飯野町という町が
ある。そこは UFO で町おこしをしており、UFO ふれあい会館には NASA の映像や UFO 関係の
ものがある。元々そこには、神がかった山があり、神様がいて、昔から UFO が出るという
言い伝えがあった。それを町おこしにしている不思議な町で、同じようなことをした。地
元の人たちに、上を見てもらっている作品を福島県立美術館で展示したのは 2006 年。その
後私は育児休暇に入り、ブランクを終えて、作品をつくろうとした途端に、東日本大震災
が起きた。やはり福島県に対する私の思いがあるのと、そこで見てきた綺麗な風景や人々
の思いがあるので辛い。私の人生は、同時多発テロにせよ、福島県や原発災害にせよ、パラ
レルに私の人生に関わり影響している。それは私だけではなく、いま生きている人達全員
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が同じだと思う。 
 私は福島で展示した時のカタログに、アメリカでは同時多発テロがあり、こんな福島の
綺麗な自然や、優しい人々、農産物がある豊かなところにいて、幸せを感じるけれども、テ
ロがあった恐怖や、何か世界が変わっていくことを感じると不思議ですと書いている。福
島の原発事故があり住めなくなったり、住める土地ではあっても避難されている方に、大
阪でも会い、そういうグループのお手伝いをしている。 
 最近のイスラム国の日本人殺害のテロや、イスラム国関係のテロが世界でたくさん起こ
り、繋がると嫌だなという恐さは、当事者である私が思っているだけで、この作品だけ見
てもそこまで考えが及ばないと思うが、つくっている私は結構負担で、私は予言者かもし
れないと勝手に思い恐がっている。どういう作品をつくったら良いのかが、今、分からな
い。あまりに周りの世界が動きすぎていて、よく分からない。 
 
2.7 to the sea 
 これは「to the sea」という作品で、産休明けにさあやるぞという気持ちをいっぱい
持ってつくった。Jack Johnson というハワイの歌手の歌にインスパイアされた。彼は子ど
もが３人いて、子どもが成長する姿を見て歌っている歌で、「君たちにここから離れて欲し
くないけれど、君たちは行かなきゃ、子どもは成長しないから。いつでも自分のところに
戻って来ていいよ、必要なら何でもあげるから」という英語の歌詞です。「Run my dear 
daughter」は、私の子どもは娘なので daughter だが、彼のところは息子なので son になっ
ている。さあ、一緒に海に行こうというそれだけのシンプルな歌である。自分が親になっ
て初めてそのシンプルさが尊いと、改めて気がついた。私は、世界中に行くのが好きで、自
分自身がいつも逃亡計画を練っているのに、私が誰かの逃亡計画を見守る立場になったこ
とに感慨を持ってつくった、ハワイのサーファーミュージックだ。横浜には唯一の風車が
あり、スタジオから見ながらつくった。風車も作品には何度も使っているが、福島原発の
事故後、風車が発電をすることに気がつき、衝撃だった。これが、横浜港にある風車。毎日
見ながらつくったので、作品のインスタレーションは、このようになった。ライトボック
スの中には、千葉県の 100 機ほど風車がある浜が映る。実は、津波でつぶれた浜だ。福島
の真南にある海沿いなので、この先も相当被害はあったのではないか。これは福島の事故
前の景色なので、非常に感慨深い。 
 目の前にあるのが、ペットボトルでつくったボートのようなもので、近辺のお店に行き、
落ちているペットボトルをもらい、浮くまでやろうと何百本も使って浮きそうな何かをつ
くった。ガラスに左側みたいなことが書いてあるものが一応作品だ。これが、千葉県の海。
津波の映像を見ながら、この辺はどうなっただろうと思ったが、ダメだった。千葉県で唯
一、津波で住宅が全てなくなった地域だ。この風景は今どうなっているのか、分からない。
私の娘が、ここで遊んでいる。 
 これは、ペットボトルの作品のディテール。人間の欲求で、当然海に出たくなるので、出
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た。作品がどうかというのは置いて、やりたかったからやった。取りあえず海に出て、警察
に怒られるまでは、命綱をつけて横浜港をクルージングした。さっきの風車は、ちょうど
米軍基地の向こう側にあって、近くに寄れない。でも、どうしても見に行きたい。バスを一
台借り切って、市役所に届け、市の担当者が同行すると行けると言われたので、横浜の赤
い靴バスというのを貸し切り、有志を募って、みんなで風車ツアーに行った。 
 米軍基地の中を通らなければアクセスがないので、面倒な手はずをとらないといけない
らしい。バスツアーということで、バスガイドをやった。風車の根元まで行き、中まで見て
ご満悦だ。 
 
3. おわりに 
 
 これから、物理学、心理学の扱いをどうしようというのが、私の当面の課題だが、やはり
今回のテーマのように自分たちの人間存在の秘密みたいなものが物理学と心理学の中にあ
るのではないかと思っている。素粒子や物質を掘り下げていけば、どこかで出会うと信じ
ていて、出会えば、今の時代に生きている意味が分かるのかもしれない。色んな生命や自
然を大事にするという根源的なところに、より辿り着くのではないかと勝手に妄想して
いる。 
 
(2015 年 01 月 31 日、生活美学研究所本年度第 4回定例研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学文学部准教授 藤 井 達 矢 
 
 
指定討論者コメント 
神戸大学大学院理学研究科物理学専攻准教授 身 内 賢太郎 
 
 講師の朝岡先生が討論の口火にご用意いただいたゴーギャンの「我々はどこから来たの
か 我々は何者か 我々はどこへ行くのか」。物理学はまさに「宇宙はどのように形成され
たのか、宇宙は何でできているのか、宇宙はこの先どうなるのか」を研究する学問であり、
現代美術×物理学×心理学という異種格闘技のオープニングにはベストのお膳立てでした。
「宇宙は私たちの知っている通常の物質の何倍もの「ダークマター」で満ちています。私た
ちが存在しているのは「ダークマター」のおかげなんです。」というダークサイドの化身、
身内の先制攻撃に対して、「ユングの言う無意識はダークマターみたいなものですよ」とい
う猪股先生の超絶飛び道具級の反撃。それを「それぞれのダークマターを求めて行きま
しょう。私たちには宇宙が足りないんです」と次回作への糧にされる朝岡先生。これから
も宇宙の暗黒面の解明に邁進いたします。 
 
－ 41 －
帝塚山学院大学大学院人間科学研究科臨床心理学専攻准教授 猪 股   剛 
 
 私たちの現実は誰もが共有して理解できる一つの社会として成り立っているように見え
る。それは当然のことで、人々と共有できる現実に適応することが大人として責任をもっ
て生きていくことなのであろう。そしてそれができなければ、社会的には不適格者と呼ば
れてしまう。人々と違う現実を語ればそれは妄想だと言われ、その人はたとえば中二病と
呼ばれてしまうのだろう。 
 しかし、朝岡あかねさんが一つ一つの作品で示しているように、実は私たちの現実はも
っと多層的である。一つの客観的で確実な現実があるわけではない。朝岡さんは「わたし
たちの日常には宇宙が足りない」と言い、より広がりのある多層的な現実を「宇宙」という
視点を招き入れることによって呼び覚まそうとされていた。そして、それは物理学のダー
クマター研究と深層心理学の無意識研究と交わりながら、この現実の持つ相対性を明らか
にし、この現実が自由で多層的な物語に満ちあふれていることを示してくれていた。 
 朝岡さんのアート制作が多くの物語と交わりながら更に広がっていくことを願わずには
いられない。 
 
 
■講演録の内容が困難であり理解を補助するため、コーディネーターの意向でディスカッ
ションの記録を掲載する。 
 
講師：朝岡あかね 
指定討論者：身内賢太郎 
指定討論者：猪股剛 
コーディネーター：藤井達矢 
 
藤井：ゴーギャンのスライドも用意していただいているので、朝岡さん本人から、その辺
をお話しいただけますか？専門的なことも噛み砕きつつ、朝岡さんがこれまで研究してこ
られて知り得たことなどを。また逆に専門家のお二人にこういうことは聞いておきたいと
いうようなことも今のうちに投げかけていただいて、後半の討論に繋げたいと思います。 
 
朝岡：ゴーギャンの作品のタイトルである「われわれはどこから来たのか、われわれは何
者か、われわれはどこへ行くのか」これはすごく根源的で哲学的なタイトルだと思うが、
物理学の現状、現在の物理学の見ている世界や宇宙、人間はどういうものなのか。また心
理学では、心の深い部分から見た時の私達人間は何なのか、その辺りの話をまずいただき
たい。「もの」と「心」は、対立項ではないと思うので、その辺も先生方にお聞きしたい。 
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身内：私が芸術の人はすごいと思うのは、これからどうしようという自分の方向性が常に
あること。物理の興味は簡単で、宇宙がどういう風にできて、宇宙が何で、この先どうなる
かという命題が、ものすごくはっきりしている。この先朝岡さんがどういう風に考え、ど
うなっていくのかが、とても楽しみだなと思いながら聞かせていただいた。 
 
猪股：私はユング心理学をやっている臨床心理士なので、研究者という感覚が非常に薄く、
むしろ患者さん達と会う時間が多いです。私は 2011 年から福島に行っていて、今となると、
表面的には原発、被災の問題で悩んでいる人は少なくなってきているけれど、ずっと話を
聞いていると、根っこではまだまだ 2011 年と繋がっている。私は今、福島の人達がどのよ
うに宇宙を見つめているのかと考えるし、福島の人達が朝岡さんの作品に触れて宇宙に思
いをはせられたら、それはとても良いことだと思います。いつか家族もまたひとつになれ
るとか、福島の自然が甦るとか。 
心理学をやっているが、アートというジャンルにも関わっていて、アートとは何だろう
かとよく考えます。 
私の日常は、人の話を聞くことで成り立っている。ただ聞いて、それに対してアドバイ
スすることもない。聞いているうちに、その人が何かと出会ったり、ちょっと今まで思い
出せなかったことを思い出してくれている。ただ傍にいて、座って、黙って、聞いているだ
けで生まれてくる新しい現実がある。 
朝岡さんは、作品に宇宙への広がりを取り入れていますが、いわゆる UFO を見たことが
ありますか？ 
 
朝岡：私は、何度か見たことがある。 
 
猪股：患者さんたちの中には、UFO を見たことのある人はかなりいます。UFO に連れ去られ
たという人もいる。寝ている間に UFO に連れていかれ、UFO の中で頭の中に何かを埋めら
れ、だから自分は今こんな風な病気になっているという。「先生がいくら私の話を聞いてく
れたって治らないよ、だってチップは取れないのだから」と話をする。それはその通りな
のだけれど、逆に考えれば、知らない間に連れ去られてチップを埋め込まれたのだから、
もしかしたら、カウンセリングで話しているうちに、知らぬ間にまたそれが取れたりする
かもしれないとも考えるのです。 
 
朝岡：物理学の身内先生、UFO はどうですか？公式見解でなくても良いです。 
 
身内：あっても良いですが、私は確実にあったという証拠がまだないので、私自身は、絶対
にあるとは思っていない。あっても良いとは思うけど。 
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朝岡：人類みたいなものはいるのですか？ 
 
身内：確率としては、いてもおかしくない。 
 
朝岡：来たりしますよね？ 
 
身内：おかしくはない。いても不思議ではない。確率的にはあっても良い。 
 
朝岡：ではビッグバンがあって、色んな時間を経て、地球ができて人ができる。人間のよう
な知能がある生物や、私達とコミュニケーションできるものが他にいなくて、私達だけと
いう確率の方が少ないですよね？ 
 
身内：そうです。他にそういった知的生命体があってもおかしくないが、私達が直接コン
タクトをとれるかというのは、別の話だと思う。可能性としてはたくさんあってもおかし
くはないと思う。 
 
藤井：最先端の研究、実践もされている両先生に来ていただいております。一旦朝岡さん
のお話から離れても構いませんので、身内先生には粒子の、物理学の話、猪股先生でした
ら心理学の話、それぞれの実践、ご研究の話を、最先端は実はこうなっているのだという
ようなことも交えてお願いしたい。今日は一般の方も専門の方もいらっしゃいますので、
ネタとしてアーティストがひょっとしたら使えるかもしれないとか、日常の生活で考えて
いったら何かに生かせるかもしれない、楽しく暮らしていけるかもしれないというような
逸話などもお聞かせいただいてから、先ほど盛り上がっていた話に戻っていけたらと思い
ます。 
神戸大学の准教授であります身内先生からお願いします。先生はカミオカンデの実験に
も携わっておられます。 
 
身内：私がどういうことを目指しているかと言うと、最後にゴーギャンのお話があったが、
宇宙がどのようにできてきて、今はどうなっているのか、この先どうなるのか、物理学と
して知りたい。物理学はそれをずっと目指している。元々、ものが何からできているのか
理由をつきつめて、原子があって、原子核があって、その下に素粒子がある。それにはどう
いったものがあるのかという研究をずっとやってきて、私はそういった歴史の中で何かひ
とつやりたいなと思っている。 
今、素粒子、宇宙物理学の中で大きな問題になっているのが、私達がまだ見つけていな
い物質に、「暗黒物質」と「暗黒エネルギー」と呼ばれるものがある。今までずっと科学、
物理で研究されてきたが、実は宇宙の中のまだ 5％、1/20 しか、きちんと知っているもの
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はない。残りの 1/4 は「ダークマター（暗黒物質）」と呼ばれるもので、残りの 3/4 は「ダ
ークエネルギー（暗黒エネルギー）」と呼ばれるもっと分からないもの。私自身はその中の
暗黒物質というものがどういうものかを研究している。 
小柴先生が神岡の装置でノーベル賞をとられたカミオカンデは、山の下の神岡鉱山の内
部に建設されたものだ。暗黒物質は、まだ何か分かっていないので、どうやって見つけた
ら良いかという方法も完全な正解はないというところに、面白い部分がある。そういうも
のを研究しようとした時に、宇宙から余計なものが降って来ている。私達は「宇宙線バッ
クグラウンド」と呼ぶ。それを山で止めて、静かな環境で研究をするということで、神岡の
地下で実験をしている。その暗黒物質は、何か分からないものだが、今の理解だと、宇宙が
でき、ビッグバンがあり、その時にたまたま暗黒物質が一緒にできる。暗黒物質がちょっ
と多いところ、少ないところというムラがあり、通常の私達を形作っている物質が集まっ
てきて、星ができて、星の中で生命ができる。私自身は、私達が今ここにいるのは暗黒物質
のおかげだと思っていて、どういうものなのかを知りたい。 
星ができ、有機物ができてというところまでは良いが、その先、どのように生命体がで
きて、どのように精神的なものができたかというのは分からない。そうなったのは、たま
たまだとしか思っていない。そこの繋がりは気になるけれども、なかなか難しいし手が出
ないので、その種となるダークマタ （ー暗黒物質）を私が現役の間に、なんとか少しでも進
めたいと研究をしている。 
朝岡さんの作品で、プラネタリウムがあったが、私が物理に進むきっかけになったもの
で、よく近所のプラネタリウムに父親と行き星を見た。ハレー彗星の時には、天体望遠鏡
を買ってもらった懐かしい思い出がある。 
それから、ヒューストンの話があったが、私は 7 年前に宇宙飛行士の試験を受けて、50
人まで残り、今年飛ぶ油井さんという宇宙飛行士の方と一緒にシャトルランを走った。10
人まで残るとヒューストンに行って試験などもあるので、「ああヒューストンだな」と思い
ながら聞いていた。 
 
藤井：カミオカンデで除去しようとしている宇宙線を朝岡さんは一生懸命掴もうとしてい
る。そういう関係性があったように思う。 
そうしましたら、猪股先生、お願いします 
 
猪股：心理学が専門ですが、基本はカウンセラーです。精神科に通ってくる患者さんと話
をし、学生相談に来る生徒や保護者とも話をする。心のことを考えたい、心との関わりを
必要としている人と話をしています。 
なぜそのようなことをするのか考えると、そういう人達が何らかの精神的な問題を抱え
ているからですが、本当の問題は何なのかを一緒に考えるわけです。学校へ行けない、何
のために行くのかよく分からないという話を聞く中で、大事なことは、もしかしたら学校
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に行くことだけではないという話になる。大事なことは、社会に適応して、みんなと同じ
ように振舞えることのように思われているが、そうではないかもしれない。そうではない
としたら、何を目標に生きて行くのだろうか。みんなと同じように生きるのではない何か
が見つかるとしたら、どうやって見つかるのだろうかという話になってくる。そういう話
に、朝岡さんのアートは近いと思う。 
例えば患者さんの話を聞いていると、朝お腹が痛くなるのはいつも、前の日に父が怒鳴
った日であったりする。では父が怒鳴らなくなったら学校に行けるのかと思うが、そんな
簡単ではない。でも、父がどうして怒鳴るのかというと、その父が実は祖父から暴力を受
けていたのかもしれないし、もしかしたら母は、そうして暴力をふるう父を助けたくて結
婚したのかもしれない。そんな風に考えていくと、止めどもなくなり、その家庭の長い歴
史という果てしない時間に踏み込んでいくことになる。それは宇宙の時間ほどは長くない
かもしれないけれど、同じように果てしない広がりを持っている。だから簡単に父が怒鳴
らなくなることにはならない。そうすると、どうしたら良いのか、本当に分からなくなる。 
そんな時に無意識の話をする。無意識は、私たちは知らないもので、そのことは分から
ない。先ほど身内先生がおっしゃったダークマターと無意識は非常に近いかもしれない。
それはあるけれども意識的にこれだと言うことができないままです。点と点が結びついて
線になり、その線が結びついて星座になっていくように、人それぞれの見方によって変化
するものでもある。子どもの頃、点を結んでいったら像が現れる遊びがありましたけど、
あれはたいていどの点とどの点を結ぶかが決められていましたよね。でもそれを勝手に結
んだら、どんな絵になるかは分からない。無意識は、暗闇の中から出てくる。でも何が出て
くるのかは本当には分からなくて、それをどう組み合わせるかによる。そして無意識は暗
闇であるだけでなく、この組み合わせを作っていく作用そのものも無意識の力なのかもし
れない。 
朝岡さんが点と点を結びつけて、そこに色々なものを見ていく作品を作っておられます
が、そこに何を見るのかも無意識的な作用ではないか。病んで困っている子ども達が見る
と、別の絵がそこに見えたり、別の像が現れたり、違う意味に見えるかもしれないと思い
ます。 
一人の人が生きている話と、宇宙が巡っている話は、普段は簡単に結びつかないですが、
精神病的な状態や無意識みたいなものを考えていくと、自然に宇宙みたいなものと繋がり
ができる。カウンセリングも実はこの段階までいって話をしないと、何も変わらないかも
しれないと思う。一人の人の脳と、宇宙みたいなものには、実は繋がりがあると一生懸命
考えるが、決してそれは公式化できない。一人一人の人にとって違うものが見えてくる。
朝岡さんには朝岡さんの星があり、藤井さんには藤井さんの星がある。そして、その星か
ら見えてくるものが一人一人違いを保ちながらも、お互いの星の見え方を共有することが
できる。そんなことが心理療法の目指すところかもしれません。 
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藤井：宇宙ができて、もう 147 億年を超えている。しかもそれがどんどん膨張していて、
その中の我々は二足歩行を初め、人類として智恵を持って動き始めるが、そんなものはた
かだか点にすぎない。そういうことを考えると、猪股先生がおっしゃったように、心とか
精神的なことが大きなものに繋がっていたということが、疑いようのないことだと、私は
アーティスト寄りの妄想的な観点で思いますが。 
 
身内：そうですよね、ビッグバンからここまで辿り着くっていうのは、妄想に妄想を重ね
てでないと、説明できない。私はそれを「たまたま」という言葉でおさめるしかない側に立
っているが、すごい確率の中で、ここに辿り着いていると思う。 
 
朝岡：時間の概念について。147 億年というのを人間側の時間感覚から見て、そのくらいの
時間にビッグバンが起こったとする。宇宙側からみると、時間感覚というものはなくて、
すべてが一緒であったりするのか？ 
 
身内：それは、光速というものが宇宙の中で普遍の尺度だとすると、どれくらい遠くから
きている光を見ているかということで、相対的に時間が決められている。 
 
朝岡：ビッグバンとかブラックマターの前は、何もなかった。光速というものもなかった。
ということは、何もなかった。時間と空間は別々のものとして出てきたのか？ 
 
身内：いえ、同じ。遠くの星を見ていると、空間的に星を見ている。でも遠くの星を見てい
るのは、100 億年前の光。つまり、昔を見ていることだから、空間的にも時間的にも昔を見
ているということで、繋がる。 
 
朝岡：遠いスケールの話じゃなくて、今の話を近いスケールで持ってきた時に、例えば、過
去や未来が見えるということはどうか？ 
 
身内：私と朝岡さんは今２mくらいの距離だが、そこでも光が到達するのに時間がかかる。
残像を見ている。１億分の 1秒くらい前の私を見ている。 
 
朝岡：空間と時間が一緒のものがあるとすると、それが無意識かなと思ったりする。過去
からの繋がりとか、自分の自覚していない無意識というのは自分の意識に現れていないと
いうことか。無意識とは、私自身の人格に影響されない私自身なのか。無意識とは、ユング
の集合の意識で言うと、色んな人が無意識を共有しているようなイメージにもとれます。  
 
猪股：無意識の１つには、自分が意識していない前意識というのがある。でもそれは、意識
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化できる可能性がある無意識です。覚えていないことだが、何かのきっかけがあれば思い
出せるというもの。例えば自分の小さい頃の写真を見たら思い出せることは誰にでもある
と思うが、それらは普段無意識だが、何らかのきっかけがあれば意識できる。そういう前
意識的な無意識とは別に、いつまでたっても無意識でありつづける無意識がある。イタリ
アの哲学者のアガンベンが紹介しているが、宇宙は今でも光の速度より速い速度で膨張し
ている。今、宇宙の果てで新しくできあがっていく宇宙空間は、光の速度より速い速度で
膨張しているから、そこで放たれた光が地球に届いてもそれよりも更に早く膨張している
新しい宇宙空間が存在することになる。光の速さよりも速い生成は、私達では認識できな
いわけです。 
触れられない部分が常に残っている。その残りのものとしての無意識というか、決して
分かりようがないものが、実は最も大事ではないか。科学が発展して分かりやすくなり、
病気はなくなっていくかもしれないが、それでも分からない部分が残ってくれないと、人
は生きていけないのではないかと思っている。全部が分かると、それほど窮屈な世界はな
い。全部理解してしまうとシステムができ、システムの外が無くなってしまう。人間はや
はりシステムの外に出て行かないと生きていけないし、精神病や神経症を患っている人は、
みんなシステムの中で生きていけなくなっている人たちで、その人たちを排除し、システ
ムに取り込んで、そこに分かりやすく位置づけてしまうと良くないのだと思う。そう考え
ると、無意識は、意味付けできて意識することができる部分と、決していつまでも手に触
れられないものであり続けるものと、両方があって、それが大事なのだと思います。 
 
朝岡：無意識の日常的に思い出す可能性がない方は、ユングだと民族の記憶だという考え
方もある。神話や、曼荼羅の世界観、私達一人一人がそこにストーリーを持っているわけ
ではないけれど、植え込まれている何かであると、ユングが言っているような気がする。
もしそうであれば、ダークマターや、宇宙の記憶にどういう風に繋がるかは置いておいて、
ビッグバンに繋がるような気がする。繋がることが分かったからと言って、何ができると
いうスケールの話ではないと思うが。 
物理学的にみて、人間に素粒子がいっぱい集まって、最終的に液体をつくるというミク
ロの世界をつきつめていった時に、人間の心性に繋がる部分にはならないのか。ビッグバ
ンの人間の心の元とか、人間生活の元はあるわけですよね。私達とビッグバンはどういう
関係性なのか。 
 
身内：難しいですね。形というか、ものとしては、こうして有機物ができてというのは説明
できると思うが、そこで精神的なものがどうやって作られてきたかというと、恐らく物理
学者がいくら頑張っても説明できないと思う。物理学者は、答えが出なさそうなものは検
証しない。興味はあるが。外的な何かのアクションがあって、それにリアクションをして、
一番効率的なリアクションを重ねて、それを覚えていくと智恵みたいなものになってとい
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うのを繰り返していくと、もしかしたら説明できるのかもしれない。多分そのリアクショ
ンにも色々な可能性があって、どれがベストなのか、必ずしも正解ではない複雑なプロセ
スを経ながらできていくことを上手く説明すると、心の方までいけるのかと思うが、パー
フェクトに説明できるとは思わない。 
 
藤井：来場者の皆さんにも感想なりご質問なり、何でも構いませんので、ぜひおっしゃっ
ていただければと思います 
 
来場者 1：心療内科の話に興味を持ちました。宇宙と繋がってしまっているから、解決しな
いのか？ 
 
猪股：宇宙と繋がってしまっているから、解決しないという部分もあると思うし、パーソ
ナルな個人の問題を広げるからこそ、そこにちょっとした変化が生じて精神的な病が治り、
変わっていくこともある。例えば、日常的に分かりやすいことで言えば、さっきの父に暴
言を受けたというパーソナルな部分の自分の個人史は変えようがない。でも、宇宙や過去
の歴史という大きな流れで見ると、それが違う意味を持って形を変えていくことはある。
例えば、暴力をふるったことがない人は誰もいないと思う。人間が、植物や動物を食して
いるだけでそれは暴力だから。では、どうしてそれをやっても生きていけるかと問うと、
簡単に答えられない。人間の中には、常にそういう問題がある。人間全体の持っている特
性が視野に入ってくるだけで、見え方が変わってくることもある。 
先ほどのビッグバンの話のように、統合失調症や精神病の人達は、初めから宇宙や、未
来みたいなものが見える。ゴーギャンの絵は、過去があって、今があって、未来があるが、
この先何があるかは説明できない。精神病の人達は、この先に何が起こるかを過去よりも
強く感じてしまい、それを予感して、未来が恐くなる。明日、世界が終わるかもしれないと
いう感覚の中にいる。未来や宇宙が見える人達の場合は、もっとパーソナルな自分の近く
にある日常的なことを一回見出せると、治療的な契機になる。宇宙の話も日常の話も、ど
のような深めあいで私達の心の中にあるのかが決まってくる。宇宙の話ばかりでもないし、
パーソナルな話ばかりでもない。両方あって私たちの世界は成立しているのだと思う。 
 
来場者 2：宇宙のはじまりは何もなかったという話をもう少し聞きたい。そして朝岡先生
は、これから作品でどういうことをやっていきたいか、聞きたい。 
 
身内：宇宙がはじまる前は本当に何もなかった。その状態を真空と名付けているが、そこ
でたまたま揺らぎがおきて、物質と反物質がたまたまできた。くっつくと真空になってし
まう。私達がよく目にする真空ポンプでつくる真空とは違い、本当に何もない状態で、そ
の揺らぎからできたというのが、物理学者が一番自然だと思っている説明である。最初は
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何もなかったというのは、自然に受け入れてもらえないが、やはり何もなかったというの
が、私達の説明。無からマイナス１とプラス１が、たまたまポンとできたという解釈だ。 
 
朝岡：猪股先生がおっしゃたように、宇宙と日常生活のバランスや、宇宙と非現実と現実
のバランスのことを考えている。作品で考えたいのは、宇宙のバランスが社会に足りない
のではないかということ。現代作家であるので、現代を強く意識している。私という実際
にいる人間が見た現代は、宇宙度が足りない。自分の想像できる未来や行動ばかりで、そ
の先にある何かみたいなものに対して、比重が弱い世界になっている気がする。今、表面
化している問題、宗教、環境、貧困の問題も、宇宙度が足りないから起こっているのではな
いかと思っていて、作品ではもっと頑張って宇宙度をあげていきたい。かつてハレー彗星
はとても盛り上がったが、当時の社会にとって良かったのかどうかは分からないが、宇宙
に対する憧れや、空を飛んでいるものを見てエキサイトできるような、要するに子供心や、
純粋な世界に対するリアクションができる経験が溢れている社会に住みたい。それにより、
未来や子ども達に託す地球のありようも変わる。宇宙部分の多い意識と、宇宙部分の少な
い日常意識だと、お金持ちになりたいとか、神様が一番みたいな話など色々とある。私達
は何もないところからできた末裔ですから、人種も関係ないだろうという視点に持ってい
けると良いが、それは難しい。だからこそ、最初に星を見て綺麗だと思った子どもの頃の
感覚を私は作品によって伝えたい。そのことで少しは宇宙への理解が増える。そういうこ
とにワクワクできる気持ちこそ、ロマンスではないか。損得勘定ぬきに欲しいとか、憧れ
たり、すごいなという気持ちが、原点だ。 
 
身内：アポロ計画では、人間が月に宇宙船を飛ばすことなど、無茶苦茶なことを皆でやっ
てしまおうというのが面白い。いま、そういう無茶苦茶なワクワクというのはない気がする。 
宇宙は、ビッグバンをやってしまうと、全部上からになってしまうが、作家のように少
し上から余裕を持って眺められるというのであれば、是非そこで宇宙部分を使ってほしい。
子ども達に夢を与えるのは良いと思う。本当に宇宙人や UFO が攻めて来くるとか、仮想敵
国として宇宙を理由に人間が１つになれる。本当に１つになる必要があるかどうかは分か
らないが、皆で何かをしようと１つになれる究極のところには、宇宙があるのかなと思う。 
 
藤井：いま、宇宙が足りないのではないかと、宇宙をもっと取り入れよう、そうすることで
人類は新しい次元に達するかもしれないという、アーティストの視点として提起があった
わけですが、来場者の方にもご感想をぜひお聞きしたい。 
 
来場者 3：神戸大学の身内先生の元で研究している者です。私は物理学を学んでいて、心理
学は少し勉強したことがあって、美術は未知の世界でこれから勉強したいのだが、その３
つの世界は、全然交わるところがなさそうだなと思い、３つ分野で討論を交わすとどうい
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うことになるのか、身内先生がどんな切り返しを見せるのかという興味で、今回楽しみに
参加させていただいた。３つの分野は交わるところがないと思っていたが、見えないもの
を見ようとしたり、捉えようとしたり、もしくは見えないものを作りだそうとしているよ
うなことが一緒だと思う。物理学、心理学、美術で捉えようとしているものが、もしかした
ら同じで、違う視点で捉えているだけかもしれない。 
朝岡さんに質問ですが、物理学だったらダークマター、心理学だったら無意識という目
的や目標がある。美術の目標はあるのか？美術だと作家によって違うのか、また一般的な
ものがあるのか。 
 
朝岡：現代美術というのは現代と名前がついてはいるが、現代の数歩先の未来を求めてい
る。それはやはりダークマターで、分からない。ただ数歩先の未来をイメージすることに
より、今の私達の動きが変わることが物理にもある。結果に対して介入者がやることによ
って、結果が変わるかもしれない。 
 
身内：観測者効果ですね。見てしまうとその状態が変わってしまう。 
 
朝岡：そういう立ち位置にいるような気がする。今後、私達が生きていく世界の介入者と
して、積極的にイメージすることに関わるのが現代美術アーティストだと思う。 
 
藤井：最初にご紹介した西宮船坂ビエンナーレは、地域おこしをひとつの目標にしたもの
だが、2014 年の秋に現代美術アーティストがたくさん来て、色んな価値観の種を撒いて、
地域の人も新しい発見があった。地域と繋がっていこうという目線のアーティストや、問
題提起して刺激するような役割のアーティストもいる。表面上の明らかなことだけではな
く、アーティストがダークマターを追求するということに、共感する。 
 
来場者 4：20 年くらい前に、ベルリンにいる現代音楽の作曲家が、自分の声を録音させて
くれと言うので、テーマを聞いたら「JAPAN」だという。私のナレーションの BGM が天城越
えだった。それをベルリンで流す。どういう感覚で作ったのか聞くと、日本のパチンコ屋
だと言う。朝岡さんの作品に、ヒューストンの話があった。あの CM がアクエリアスだった。
現代音楽に対して現在音楽だった。あれはどういう意図があったのか？ 
 
朝岡：あれはアポロが月に行った時の、全米ヒットチャートナンバーワンだった、それだ
けです。70 年代の音楽が好きなのと、やはり映像がかなりハイパーな映像だったので、単
純に当時の社会の空気を表していたと思う。アポロ景気みたいなものがあり、みんな夢を
見ていた。今、アポロはライトで撮ったと言う人もいるが、当時、ひとつのことを信じてア
メリカや日本も含め、盛り上がっていた。さらにアクエリアスという無茶苦茶なグループ
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が歌っている。その感覚は、充実していると感じた。 
 
来場者 4：さっきの話だが、わざわざ録音者がベルリンから来て、３時間も撮った。 
 
朝岡：外国の友だちもよく言いますが、日本のパチンコ空間はすごい。 
 
来場者 5：宇宙がはじまって色んな物質の組み合わせで、今この状態。宇宙も人間も、そう
いう意味では同じ物質でできている。心理学も物理でもある。美術も物理学であるとも言
えると思う。そうなると、人の心理であるとか、物理とかけ離れたと思われているものも、
物理で説明できる可能性があるのかどうか？ 
 
身内：先ほどから、物理で説明できるのかと言われているが、物理は、力学や電磁気学とい
う、落としたら何秒後に下に着くかというのは計算できるが、物理学科で 3 年生くらいに
なると量子力学というものが入ってきて、そこは全部確率。粒子がここに存在している確
率は何％という言い方で、10 回観測すると、こちらにある可能性が７割で、こちらにある
可能性が３割。素粒子になると、そういう確率の話になる。確率を 10 億 100 億と重ねてい
くと、心の動きとか、説明できる可能性があるとは思うが、そこは確率の重ねあわせにな
るので、やっても意味がないというのが正直なところ。物理だと積み上げでものを説明し
ようとするが、心理学的にこの薬を与えたら、こういう風になりますという方が、よほど
有効だと思う。 
 
質問者 5：有効性の視点からいくとそうなのかもしれないが、朝岡さんの宇宙が足りない、
宇宙をもっと取り入れるべきだという話を聞いて、直感的に言うと、すべてが物質ででき
ているのだから、宇宙が自由になると、もう少し世界が良くなるかと。そこを研究しても
らえればと思う。 
 
身内：宇宙が足りないというところは、私達はこんなにもダークマターの話をしたので、
帰りの電車の中でもダークマターの話をしていただくと、隣の人がスマホでダークマター
って調べる。そこで宇宙に興味持ってもらえるかもしれないので、もう少し宇宙が広がる
かと思う。 
 
来場者 6：精神的に異常と正常の線があるとすると、それは普遍的なものか？変化するの
か？ 
 
猪股：変化すると思う。ひとつは、フーコーのいうように社会制度によって病の位置づけ
が変化することがある。シャーマンは、ある社会では正常で、ある特種な能力を持つ人だ
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と捉えられている。しかし、今、精神病の人の中には、おそらく昔だったらシャーマンとし
て受け入れられていた可能性がある人もいる。精神病だけでない。発達障害はここ 10 何年
くらい病として取り上げられているが、それ以前ならば少し変わった子として理解されて
いたりする。実際に、アーティストや大学の教員には発達障害に分類され得るが、健康者
として生活している人が沢山いる。発達障害だけれど、逸脱しているように見られない。
しかし、違う社会や時代で逸脱していると見られたら、発達障害という病になる。それも
含めて、精神病とか精神障害は、社会に決められている部分があると思う。 
朝岡さんの言うように、現代の社会には宇宙が足りない。すると、その満たし方は色々
とある。最近 10 代の患者の子達は、宇宙をサイバー空間に感じる。サイバー空間を使い、
宇宙を満たす可能性が、アートの世界にもある。 
 
朝岡：元々、人間が作っているので、サイバー空間は宇宙ではない。宇宙のようなもの。宇
宙は私達には手がでないもの。ダークマターで分からないから、どうしようもない部分。
サイバー空間は結局作っている人の商業空間で、人間の手によってできたものなので仮想
の宇宙。サイバー宇宙を宇宙として、今の若い人は育つ。非現実だが、結局は生活視点と変
わっていない。今自分がいる生活があって、それと違うサイバー空間があるが、宇宙はそ
れよりまだ上にある。今の若い子達が、今ある自分に不満があった時に、逃げ込み、自分ら
しく発揮できるのがサイバー空間だったとしても、結局は日常の延長で、そこからもう一
歩飛躍して、本当にダークマターの宇宙空間を認識したら、逆に２つの日常生活にも裏側
があるという、非現実と現実に自分が立たされていることが、俯瞰すれば見えるのではな
いか。サイバー空間は日常の裏返しのような気がする。宇宙は、その裏も表も含めた上に
あるというか、包括したものであると思う。今の若い人は、分からないものがあまりない。
暗闇が恐いという人間の本能のようなものがなくなり、分からないことに対してなかなか
興味を持たず、分からないからもう良い、終り。それは少し寂しい。 
 
猪股：宇宙が足りない感じは、とてもよく分かるが、今の若い人達も、同じものを探してい
るうちに、サイバー空間の中にそれを探し始めている。宇宙を探しながら、宇宙について
は難しすぎるから、インターネットで探して、サイバー空間に入っていく。道が分からな
くなることも多いが、そこに宇宙みたいな感覚をどうにか見つけ出そうとしているのかな
とは感じる。 
宇宙というのとは少し変わってしまうが、私がよく言うのはリアリティ。目の前のリア
リティをうまく感じられないことと、宇宙が少ないということは、似ているかもしれない。
目の前に人がいて、その人と喋っているけど、何か今ひとつリアリティがない、ビビッド
ではない。ここに机があるが、もし机があるということを本当に感じられたら、それだけ
で充分に宇宙なのではないか。そういうことをアートの世界の人は、一生懸命やって作品
化しているのだと思う。目の前のリアリティにどうアクセスするかというのは、例えば、
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キャンディの作品では、私達の日常生活にあるキャンディがキャンディ以上のものになっ
て、リアリティがそこから溢れてくる。そういうことがもし可能ならば、机や椅子、目の前
の一人の人をリアルに感じ、サイバー空間の中で社会制度とは違う宇宙を感じることがあ
り得ると思う。そういうリアリティをアートの世界でつくりだすことができると期待して
いる。 
 
朝岡：体験とかリアリティも、アートの世界にはある。ネットの中でも一期一会があった
り、禅の空間で瞑想や座禅を組んでいると、すごい存在感を感じるらしい。私も今自分が、
Here and Now、自分がここにいるということを強烈にリアルに感じられることで、すべて
が OK というのを信じている。空間はサイバー空間でも、どこでも良いかもしれないが、今
日のテーマに慌ただしく戻ると、自分の存在を感じる重さの体験の強烈さは、アートに関
わらず、本当であれば普段の何気ない日常で、たくさんある。生活の忙しさで、なかなか体
験できないことになっている。今回は、大きく捉えたが、存在の重さをいかにリアルに感
じるかということで、ではその存在とは何かとスタートに戻る。 
 
来場者 7：重力とは何か？ 
 
身内：重力は、重力子というものが間を飛んで、重力が伝えられると考えられているが、重
力子を直接捉えたという証拠は今のところない。 
 
来場者 7：相互的に重力子というものがあるのか？ 
 
身内：そうです。間に何かしらのものが飛んで、重力というものが伝わっている。重力子が
飛んで引力になっている。 
 
藤井：ゴーギャンの絵を出してくださっているので、これを見てお話を伺いたい。この絵
は右から左へと時間が進んでいく。西洋絵画の全てが左から右へというわけではないが、
これを心療内科ではどのように分析するのか？一般的に左から描いていくものであると
か、ゴーギャンがあえて右から描いたか、それを心理学から捉えるとどのようなことが言
えるのか、見解をお聞かせください。 
 
猪股：空間象徴論というのがあり、確かに左から右に描くことには、無意識から意識へ、過
去から未来へという象徴性がある。たとえば、左下から右上への流れがあると、右肩上が
りという上昇が意識され、逆に右から左へというのは意識しづらく、無意識へと沈み込む
感覚に近くなる。キリスト教絵画の受胎告知に描かれる聖なる光は、ほぼ確実に左上から
差し込みます。未知のものは左上からやってくる感覚が人間にはあるということかもしれ
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ません。人間はおそらく自然に、左から右に、過去・現在・未来と描きやすいのでしょう。
ゴーギャンがそれを知っていて、あえて逆に描いたのかもしれない。それによって、自然
の流れと交錯するある種のサークル、円環する流れみたいなものをつくり出そうとしてい
るのではないかと思う。意識的な流れは左から右、それを敢えて右から左へ描くことで、
観ている人には困惑が生まれ、自然の流れとゴーギャンの提示する流れが交差する。その
二つの流れがつながって、そのまま円を描くことになれば、何か新しいことが生まれるか
もしれないと思う。 
 
朝岡：このゴーギャンの絵は、敢えて解説していない。ここに人間の営みがすべて描かれ
ていると思う。ゴーギャンが西洋の生活を捨て、タヒチを最終の地として選んでいるわけ
で、もしかすると彼自身がかなり後年の時に描いている絵なので、左の年老いているとこ
ろから、若返っていくように、逆のサイクルを本人が無意識のうちに望んで描いているの
かもしれないし、本当に死の直前くらいに描いているので、次の世代に何かを託そうとい
うことかもしれない。年寄りから若返っていくのが、彼のその時の感覚だったかもしれな
い。ここに描かれた地上の営みを、私達は未だに相変わらずしている。それを支えている
のが宇宙。それでこの絵を出してきた。宇宙は、たまたま何もないところから生まれた。そ
の奇跡がすごい。 
 
来場者 8：先ほど神戸大学の学生さんから、心理学と物理学とアートは繋がりにくいのでは
ないかという意見があったが、身内先生と私達の世代はエヴァンゲリオンにすごく影響を
受けている。意外とアート、心理学、物理学、科学、すべてのものが繋がっている。私から
すると、とても分かりやすいキャスティングである。そのエヴァンゲリオンは、最終的に
絶望的な終わり方をする。震災後やはり絶望感を抱いて、作品がつくられなくなったと今
日のお話にもあった。私もアーティストだが、何かこれから希望を持ってつくるとしたら、
希望のヒントのようなものをそれぞれの各分野からいただきたい。 
 
身内：難しい。今までどうやって見つけてこられて、これからどうなるのかは、私の方がむ
しろ興味がある。物理をやっているのは、それを考えなくて良いからだ。われわれはどこ
から来たのかを考えていればいい。アーティストがすごいと思うのは、自分で常に命題を
探して、お客さんは移り気で、何が正解か出してみないと分からないし、出すタイミング
が少しでも違うと、やはり反応も全く変わる。ですから、楽しみにしている。 
 
猪股：カウンセリングの仕事自体が、たいてい希望がついえたところから始まる。ほとん
どの人達が、最初はカウンセリングに来ないで、医者に行く。あるいは学校の先生に相談
したり、色々と手を尽くした挙句、訳が分からないけど、カウンセリングに行ってみるか
となってやって来る。もう希望がついえた段階で出会う人達ばかりで、色んなことをして
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駄目だった人に私たちが何をできるだろうといつも考える。でも、誰も希望することがで
きないところで、希望する力を持つことがカウンセラーの唯一の能力かもしれない。ほぼ
希望が持てないところで、希望を失わないということだけをやっているかもしれない。希
望を失っている人に、希望はありますよといったら、怒り出す。鬱病の人に大変でしたね
とか、頑張りましょうねと言ったら駄目だというのと同じで、全部やってきた上で絶望し
ている人に、まだ希望はありますよとは言えない。だけど、少なくとも私は希望を失わず
にその人の前にいようと。それ以外の方法はないように思う。福島の人もそうだが、私が
むやみやたらに希望を持っていたら、向こうがあらためて希望を生んでくれるということ
が多い。そういうときは私が治療者だったのか、向こうが治療者だったのか分からなくな
る。相手の方が元気になって、新たな現実的な希望を見いだして去っていく。私は相変わ
らず希望はかすかだけど、希望を持とうとしている人たちと生きていく？そんなことにな
ることが多いですね。 
 
朝岡：今の先生のお話で、希望を持ち続けることが、唯一社会に対してアートにできるこ
とではないかと考えた。それ以外ない。ただその希望が何かは分からないが、希望を持っ
ていく。 
 
藤井：アートというのはすごく曖昧なものだが、強い意志を持って、無駄だと分かってい
ても乗り越えようとしていくものだということはご理解いただけかたと思う。結論が出る
話ではないが、人類が生きている限り、宇宙の中にいる限り、この課題はずっとつきまと
う。その中でもアーティストはアーティストとして、研究者はそれぞれの道で追求を続け、
社会との関わりの中で便利になったり、逆に不便さの中から見出せるものもあったり、サ
イバーの話など様々な切り口がありました。物理学、心理学、美術が交錯するところで巨
視的そして微視的に観測を重ねれば、存在の輪郭が浮かび上がってくるのではないか。と
にかく今日覚えて帰っていただくのが、「ブラックマター、もっと宇宙を！」ということで、
締めたいと思います。 
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